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A乳中切歯 6．60±0．37 5．7 6．51±0．36 5．6
r B乳側切歯 5．45±0．49 9．0 5．35±0．26 4．8
C乳犬歯 6．59±0．44 6．7 6．42±0．25 3．9
顎
D第一乳臼歯 7．40±0．41 5．6 7．12±0．37 5．3 ＊
E第二乳臼歯 9．OI±0．46 5．1 8．83±0．44 5．0
A乳中切歯 4．16±0．30 7．3 4．02±0．24 5．9
下
B乳側切歯 4．62±0．31 6．6 4．63±0．26 5．6
C乳犬歯 5．78±0．36 6．3 5．62±0．23 4．2
D第一乳臼歯 8．］4±0．47 5．8 7．86±0．33 4．2 ＊












A乳中切歯 6．60±037 5．7 6．67±0．37 5．6
B乳側切歯 5．45±0．49 9．0 5．42±0．24 4．4
C乳犬歯 6．59±⑪．44 6．7 6．63±0．30 4．5
顎
D第一乳臼歯 7．40±0．41 5．6 7．47±0．38 5．1
E第二乳臼歯 9．01±0．46 5．1 9．17±0．41 4．5
A乳中切歯 4．16±0．30 7．3 4．12±0．34 8．3
B乳側切歯 4．62±0．31 6．6 4．71±0．30 6．4
C乳犬歯 5．78±0．36 6．3 5．87±0．27 4．6
D第一乳臼歯 8．14±0．47 5．8 8．08±0．42 5．2












A乳中切歯 6．67±0．37 5．6 6．62±0．37 5．6
止 B乳側切歯 5．42±0．24 4．4 5．42±0．34 6．3
C乳犬歯 6．63±0．30 4．5 6．50±0．33 5．1
D第一乳臼歯 7．47±⑪．38 5」 7．30±0．42 5．8
E第二乳臼歯 9．17±0．41 4．5 9．19±0．54 5．9
A乳中切歯 4．12±0．34 8．3 4．04±0．21 5．2
ト B乳側切歯 4．71±⑪．30 6．4 4．65±0．29 6．2
C乳犬歯 5．87±0．27 4．6 5．78±0．28 4．8
D第一乳臼歯 8．08±0．42 5．2 8．07±0．46 5．7












A乳中切歯 6．51±0．36 5．6 6．62±0．37 5．6
B乳側切歯 5．35±0．26 4．8 5．42±0．34 6．3
C乳犬歯 6．42±0．25 3．9 6．50±0．33 5．1
D第一乳臼歯 7．12±0．37 5．3 7．30±0．42 5．8 ＊
E第二乳臼歯 8．83±0．44 5．0 9．19±0．54 5．9
A乳中切歯 4．02±0．24 5．9 ↓04±0．21 5．2
B乳個切歯 4．63±0．26 5．6 ▲65±0．29 6．2
C乳犬歯 5．62±0．23 4．2 5．78±0．28 4．8
D第一乳臼歯 7．86±0．33 4．2 8．07±0．46 5．7 ＊
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C 39。88±1．88 38．46±2．05 ＊
上顎
d 28．54±1．83 27．33±1．94
e 47．16圭2．14 45．57圭1．30 ＊
















9 4．77±0．91 4．13±0．68 ＊
h 18．06±1．78 17．15±0．96

















































a 30．71±0．81 29．20±1．57 ＊




d 28．48±1．40 26．80±1．62 ＊
e 47．66±1．65 44．11±3．09 ＊＊





























a 32．28±2．21 29．80±1．52 ＊
b 26．40±2．22 24．28±1．84 ＊
上
C 41．16±2．62 38．33±1．86 ＊
顎
d 29．78±2．44 27．09±1．99 ＊
e 48．74±3．34 45．88±2．30 ＊
f 32．47±2．68 29．96±1．65
歯列弓幅径






e 41．26±2．79 38．37±2．46 ＊
f 30．11±1．84 28．00±1．91 ＊
上
9 7．70±1．17 6．92±0．73 ＊
h 22．58±2．41 21．23±0．82






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































石 （n＝36） （26）　（4）　（42） （43）　　（8）　　（21）
家 女　児 52．6　　7．9　　39．5 68．4　　18．4　　13．2
荘 （n＝19） （20）　　（3）　　（15） （26）　　⑦　　（5）
市 男女計 41．8　　6．4　　51．8 62．7　　13．6　　23．7
（n＝55） （46）　　（7）　　（57） （69）　（15）　（26）
男　児 66．7　　4．8　　28．6 52．4　　7．1　　40．5







































ターミナル　　乳　犬　歯　　　　一 男 児 女 児 男　女 計
プレーン　　咬合状態 石家荘市 上海市 石家荘市 上海市 石家荘市 上海市
垂直　　一　　1型 25．0（18） 45．2（19） 36．8（14） 45．5（20） 29．1（32） 45．3（39）
垂直　　一　　H型 6．9（5） 4．8（2） 13．2（5） 4．6（2） 9．1（10） 4．7（4）
垂直　　一　　皿型 4．2（3） 16．7（7） 2．0（6） 13．6（6） 3．6（4） 15．1（13）
遠心　　一　　1型 2．8（2） 2．4（1） 0．0（0） 2．3（1） 1．8（2） 2．3（2）
遠心　　一　　n型 2．8（2） 2．4（1） 5．3（2） 6．8（3） 3．6（4） 4．7（4）
遠心　　一　　皿型 0．0（0） 0．0（0） 2．6（1） 0．0（0） 0．9（1） 0．0（0）
近心　　一　　1型 31．9（23） 4．8（2） 31．6（12） 13．6（6） 31．9（35） 9．3（8）
近心　　一　　n型 1．4（1） 0．0（0） 0．0（0） 0．0（0） 0．9（1） 0．0（0）
近心　　一　　皿型 25．0（18） 23．8（10） 7．9（3） 13．6（6） 19．1（21） 18．6（16）
1型であった．
　石家荘市と上海市の発現頻度を比較すると垂直
一1型と垂直一皿型で上海市の方が高く，近心一
1型では石家荘市の方が高く，それぞれ有意差が
認められた（図7，表6－3）．
考 察
（1）歯冠近遠心幅径
　乳歯歯冠形態は比較的地域的変異は少ないとさ
れ，一般に同人種では，男児は女児に比べわずか
に大きい傾向を示す2）とされている．
　本調査では同じ中国人で地域の違いによる相違
点の有無を調査した結果，石家荘市と上海市では
女児の上下顎第一乳臼歯のみで有意差が認められ
た（表2－2）．しかし，上下顎第一乳臼歯の形
態は多様1・7）であるために，近遠心幅径の差が現
れたとも考えられた．
　したがって，石家荘市の歯冠近遠心幅径は上海
市に比べ全体的にやや小さい傾向を示したもの
の，有意差は女児の上下顎第一乳臼歯のみ認めら
れ，石家荘市と上海市の歯冠近遠心幅径における
差はないものと考えられた．
松本歯学　24（1）1998 91
（2）歯列弓の大きさ
　歯列弓の大きさで石家荘市と上海市で差が認め
られたものは，低年齢群・女児で計測点の3項目
（下IV　D－D問距離，上下顎A－E聞距離），高年
齢群・男児で1項目（上顎A－E間距離）であっ
たが（表4－1，4－2），歯列弓幅径，長径お
よび高径の全体から考えると，歯列弓の大きさで
は石家荘市と上海市との間に差はないものと考え
られた．
　また，石家荘市と上海市の値を中国人小児の平
均値とし，日本人小児6）と検討すると（図3－
1，3－2，4一ユ，4－2），低年齢群，高年
齢群ともに中国人小児では歯列弓長径が上下顎と
もに短い傾向を示したが，作間8｝の報告とは相反
する結果であった．
（3）歯間空隙状態
　歯間空隙は永久歯の配列，調整に重要な役割を
示すもので，一般に霊長空隙と発育空隙が共存す
るものが最も高率に認められ6），中国人小児にお
いても上下顎ともに霊長空隙と発育空隙が共存す
るものが最も高率を示した．
　しかし，波多江9）の報告を含めて検討すると中
国人小児では上下顎ともに霊長空隙と発育空隙が
共存するものが最も高率を示すものの，日本人小
児6）に比較して霊長空隙のみ認められるものと閉
鎖型がわずかに高率を示した（図5－1，5－
2）．これが中国人の特徴であるか否かは中国の
他の地域との検討が必要と考えられた．
（4）ターミナルプレーンと乳犬歯咬合関係
　一般に小児の将来的な咬合状態を把握すること
は非常に困難であるが，ターミナルプレーンや乳
犬歯咬合状態を把握することが咬合状態を検討す
る要因の1つとして報告されているfi）．
　ターミナルプレーンは日本人や中国人（香港，
台湾）小児では垂直型の発現頻度が高いと報告さ
れている9｝．本調査では垂直型の発現は上海市小
児では最も高率を示したものの，石家荘市小児で
は近心型が最も高率で，次いで垂直型であった．
　中国人（石家荘市と上海市）小児での近心型の
発現頻度は日本人小児6）に比較して高く，両側組
み合わせ（近心一近心型）においても同様であり
（図6），波多江9）の報告からもターミナルプレー
ンの近心型は中国人小児では日本人小児6）に比べ
て高率で認められるものと推察された．
　次に乳犬歯咬合状態は日本人小児G｝では1型が
最も高い発現頻度を認め6），中国人小児でも1型
が最も高い発現頻度を認めた．しかし，日本人小
児に比較して皿型の発現頻度が高く，中国人小児
では日本人小児に比べて高率で認められるものと
推察された．
　ターミナルプレーンと乳犬歯咬合関係の組み合
せでは垂直一1型が日本人小児と上海市小児とも
に最も高い頻度を示すものの，日本人小児75％，
上海市小児45％と日本人小児に比較して低率で
あった（図7）．また，石家荘市小児では近心一
1型が32％で最も高く，次いで垂直一1型であっ
た．
　したがって，中国人小児ではターミナルプレー
ンは垂直型，乳犬歯咬合関係は1型が最も多いも
のの，日本人小児に比較してターミナルプレーン
が近心型，乳犬歯咬合関係では皿型が多く，これ
らが中国人小児に特徴的に現れるものであるか否
か今後他の地域との検討が必要であると考えられ
た．
結 論
1．歯冠近遠心幅径は石家荘市小児と上海市小児
との間に差は認められなかった．
2．歯列弓の大きさは，低年齢児群・男児と高年
齢児群・女児では両市の小児間に差は認められな
かった．
3．歯間空隙の状態は石家荘市および上海市小児
ともに霊長空隙と発育空隙が共存するものが最も
高い頻度で認められた．
4．ターミナルプレーンは上海市小児では垂直型
の発現が最も高い頻度を示したものの，石家荘市
小児では近心型が最も高く，次いで垂直型であっ
た．また，乳犬歯咬合状態は石家荘市および上海
市小児ともに1型が最も高い頻度で認められた．
　本論分の要旨は第1回アジア小児歯科学会議
（1997年10月11日，千葉）および第45回松本歯科
大学学会総会（1997年11月22日，長野）において
発表した．また，本研究の一部は1997年度松本歯
科大学特別研究補助金の援助を得て行われたもの
である．
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